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研究成果の概要（和文）：本研究では、運動のコツ伝達に関する方法論的研究においては、指導

者に意識された内容、つまり運動の実施意識（＝能動的キネステーゼ）だけを方法論に取り入

れたのでは不十分であり、意識されていない､いわゆる受動的キネステーゼの分析が必要である

ことを例証的に解明した。また、発生論的現象学の方法である「脱構築」を援用した「キネス

テーゼ解体」によって、この受動的キネステーゼを能動的意識に上らせ、指導に必要な運動感

覚意識を形成する可能性と方法を具体的に提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：The sport instruction method is usually considered on the viewpoint 
of the transmission of the sense of movement execution. The contents are based on the 
awareness of teachers during the movement execution. However the contents of 
consciousness alone by the teacher are insufficient for the movement instruction. It is 
therefore important to analyze the unconscious movement sense called "passive Kinästhese" 
which is the key concept in the genetic phenomenology by E. Husserl. 
In this study was to investigate the structure of the passive Kinästhese by means of the 
"re-construction method" by Husserl and to develop the possibility and methodology to 
getting consciousness of own movement feeling which is primarily unconscious. 
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１．研究開始当初の背景 
これまで、運動指導に関する理論は、指導

者が実施の感覚を教える、いわゆる“コツの
伝達”の仕方について研究されたものが多い。
これらは指導者に意識された内容、つまり運
動の実施意識（＝能動的キネステーゼ）が土

台となっている。意識されていない内容が指
導されることはありえないからである。 

また、バイオメカニクスなど外から見た動
きの特性は、確かに客観情報の取得という点
では有効なものではあるが、その客観的運動
経過を自分の身体で体現するには、実施する
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人間の運動感覚(キネステーゼ)の改変が不可
欠であり、その問題に自然科学が立ち入るこ
とはまったく不可能である。それは、脳科学
の発達によって、脳内物質の変動の仕組みが
解明されても、意識の中身が分かるわけでは
ないことと比肩される。したがって、運動を
実施するときの意識の問題は、測定を基軸と
する科学的手法ではなく、超越論的分析にも
とづく現象学的手法によらなければならな
い。 

従来も、現象学的研究方法による運動研究
は行われてきてはいたが、「運動と意識」の
問題について、フッサールの発生論的現象学
の視点から、とくに「受動的キネステーゼ」
の解明を進めた研究はなかった。しかし、能
動的な意識面だけでは、人間の広大な行動地
平を十全な形で理解することは到底不可能
であり、無意識的な受動的キネステーゼの作
用を具体的な運動学習の例証から解明して
いくことが、人間の運動習得に有用な知見を
得るためには不可欠である。 

したがって、運動学習の理論に関して新し
い視点からの情報を与えることのできる成
果を得ることが期待されている。 

また、フッサールを起源とする現象学的研
究法は、スポーツ研究においてもヨーロッパ、
とくにドイツを中心に発展してきたが、近年、
研究結果の客観性のみを標榜するあまり、自
然科学的研究に偏向している感は否めない。
その結果、研究成果の実践性が大きな問題と
なってきている。そこで今日、ヨーロッパに
おいても、スポーツ実践に役立つ理論構築に
現象学的考察法が見直され、スポーツ教育学
やスポーツ哲学の領域の研究者たちが取り
組んでおり、これらの研究者と連携をとりな
がら、わが国とドイツ語圏の現象学的・人間
学的運動研究の土台を形成することが求め
られている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、スポーツ指導者に意識さ

れていない受動的キネステーゼを発生論的現
象学の方法である“脱構築”によって顕現化
し、指導に必要な運動感覚意識を形成する可
能性と方法を例証的に探ることにある。 
学校教育、あるいはスポーツコーチングの場

において、指導者が学習者に“動きを教える“(運
動指導)活動はもっとも重要な課題であるが、そ
の際、他者に伝えようとする運動を指導者自身
がどのような意識で行っているかという「運動
感覚意識」は、指導内容および指導方法にきわ
めて大きな意義を持っている。 
しかし、人間の動きは脳からの命令に従って

発現されるが、その内容がすべて意識されるわ
けではない。むしろほとんどが意識されていな
いという方が正しいであろう。換言すれば、う
まくできる運動は無意識のうちに行われている

ということでもある。 
したがって、指導者に明確に意識されている

内容だけを指導しても、学習者に不足している
運動感覚(キネステーゼ)に適合した運動指導と
はならないことが少なくない。無意識的に実行
されている動きを支えている受動的キネステー
ゼ(フッサール『受動的総合の分析』、山口一郎
『存在から生成へ』等参照)の解明が求められる
ことになる。そこに本研究の意義が認められ、
体育指導に有用な運動感覚論的知見を探ること
がねらいとなる。 
なお、前回(H.17-19)の科学研究費補助金

によって進めてきた「動きのコツをつかませ
る体育授業の開発」において、他者に動きの
コツをつかませようとする場合、指導者が持
っているそのコツの実施意識が決定的な意
味を持っていることが解明されたことから、
この実施意識、つまり“運動感覚意識”を調
査した結果、人間の自然的状況では、運動感
覚のほとんどは意識されていないことが分
かった。そのため、運動指導の内容の多くが、
動きを外面からとらえた視覚情報、あるいは
身体部位のスピードや関角度などの測定値
に基づくものとなっていることが、スポーツ
の技術書や運動技術に関する Webページから
確認され、運動指導に関して誤った(学習者
が実行しようと意識しても、動きとして実現
できない)情報が巷間に溢れていることが認
識された。 
しかし、現実には、体育授業やスポーツの

場で、生徒や選手の運動感覚(キネステーゼ)
を的確に把握し、運動習得を非常に効果的に
促進させている名指導者が数多く存在してい
ることは事実である。したがって、このよう
なすぐれた指導力を持っている体育教師やコ
ーチのキネステーゼ把握能力の体系的解明が、
効果的な運動学習理論の確立に不可欠である。 
本研究は、前回の研究成果を土台として、

すぐれた指導者が無意識的に行っている指導
方法を、とくに運動感覚意識を意識的に取り
出し、言語化することによって新たな指導方
法論の確立のための基盤とすることが企図さ
れている。 
 
３．研究の方法 
 従来、運動の分析は自然科学的手法によっ
て得た測定値を基準とするものがほとんど
であった。しかし、人間が行う運動は、ひと
つの行為を行うのにさまざまな道筋を通っ
て実現することができる（ヴァイツゼッカー
が『ゲシュタルトクライス』の中で説明して
いる「達成原理」）ために、測定項目という
一側面だけからすべてを把握することはま
ったく不可能である。そこで、生きた人間の
運動学習に活かすことができる運動分析に
は、運動を全体的視点から捉える現象学的モ
ルフォロギーの方法が不可欠となる。 



 

 

 本研究では、フッサールの発生論的現象学
を土台とした、金子の“運動発生論”(『わ
ざの伝承』『身体知の形成』)を研究基盤と
し、これまで運動研究においては未開拓分野
だった受動的キネステーゼ(無意識的運動感
覚)の内実を、発生現象学の方法である“脱
構築”によって解明することをねらいとして
いる。これは、意識に上らない運動感覚の構
造を仮想的に部分的除去を試みて、通常は
(現象学的意味での自然的態度では)省みら
れることのない運動感覚の存在を明らかに
し、全体構造を再構築していく新しい運動理
論の確立につながるものである。 
 人間の行動の背景(運動地平)に潜在して
いる受動的キネステーゼの作用構造の解明
は、これまでの動きの外形的特性、物理的特
性だけにもとづく運動理論の一面性を棄却
し、生命ある人間の行為の次元で意識と身体
運動の統合的・内的過程を明らかにするもの
であり、体育、スポーツの分野においてはま
ったく新しい、実践的知見が得られることは
確実である。具体的には、運動がうまくでき
ない初心者に対して、これまでの欠点指摘法
ではなく、運動成立基盤としての受動的キネ
ステーゼの構成化による運動発生を進める
ことができる。また、そのような運動指導に
必要な“キネステーゼ言語”を作り出すこと
が可能となる。 
 
４．研究成果 
 運動指導においてもっとも重要なことは、
学習者に「動きの感じ」を伝えることである。
運動を巧みに実施できても、動きの感じが意
識化されていなければ、その動きを指導でき
ないのは当然である。たとえ意識されていた
としても、それが実施の印象程度のものであ
っては、他者に伝えうるコツとして活かすこ
とはできない。その意味で、大学の教員養成
課程などの指導者養成のための実技授業に
おいては、運動技能の習得だけでなく、キネ
ステーゼ解体を活用しながら動きの感じを
的確なコツとして意識化する活動が不可欠
となる。 
 大学の教員養成課程の保健体育を専攻す
る学生は、スポーツの技能に長けているのが
一般的である。学校体育の教材程度の運動は
かなりの技能レベルで達成できるであろう。
しかしそのような学生たちでも、それらの運
動における動く感じをよく分かっている者
はそれほど多くはない。特に、子どもの頃か
ら継続してきた専門スポーツ種目において
は、たとえ技能的に非常にすぐれていても、
個々の動きの運動感覚意識はきわめて貧弱
であることが少なくない。それは、これまで
説明してきたように、熟練した動きのほとん
どが無意識のうちに処理されているからで
ある。 

 このような学生たちがそのまま教員にな
った場合、うまくできない児童・生徒のキネ
ステーゼを理解し、レディネスに応じた適切
な動きの感じを伝えていくことはありえな
い。そのため、指導してもできるようになら
ない学習者を前にして、自らの指導力を反省
し、なんとかして伝達可能なコツを探す努力
をすることになる。しかし、それまで自分の
動きの感覚を入念に分析した経験もなく、そ
の方法論に精通しているわけでもないので、
努力がすぐに成果につながることは望めな
い。したがって、動きの感じを確認する活動、
つまり運動感覚意識を形成する体験が、指導
者養成のための体育実技授業に正規の学習
活動として組み込まれるべきであろう。その
際にキネステーゼ解体は大きな役割を果た
すことになる。 
 キネステーゼ解体を体験させる例として
は、重要なコツを使えないような状況を作り
出すことによって、無意識的に捌いている自
分の動きの感覚に気づかせる方法がある。あ
るいは、意図的失敗体験法という、当該の運
動をわざと失敗してみるという方法も効果
的であろう。できない者の動きを模倣させる
というのも同じことである。その際、どのよ
うな動きのコツを使わないようにすれば、そ
の運動がうまくできなくなるのかを、わが身
を通して確認するのである。 
 具体的なキネステーゼ解体の方法と運動
感覚意識の覚醒方法の概略は以下の通りで
ある。 
(1) キネステーゼ解体 
 運動学習に大きな役割を果たす受動的キ
ネステーゼを初心者の立場に身を置いて理
解することは、体育教師のように運動に熟達
すればするほど難しくなってくる。教師にと
って教材程度の易しい運動では、自分の運動
の意識は日常的、習慣的運動のレベルにまで
沈んでしまっているからである。木岡(『習
慣としての身体』 1994)は、ハビトゥス（習
慣）は「同一性をけっして志向しない＜差異
＞の反復の原理」であり、「自覚されない知」
であるところから、「知恵ある無知」という
表現を充てている。このため、できない子ど
もの感覚を熟練者である教師が理解しよう
とすれば、そこに特別な意識を向ける作業が
必要となる。 
 山口（『受動的発生からの再出発』 2001）
は、フッサールを援用して、受動的発生は「脱
構築」ないし「再構成」の方法によって解明
されると述べている。つまり、「発生の問い
とは、静態的現象学の志向性の構成分析と本
質直観を通して獲得された構成層のシステ
ムをその考察対象として、複数の構成層間の
生成(Werden)の秩序を問うこと」である。だ
から、「構成層間の生成の秩序は、ある特定
の構成層の能作を、働いていないとして、全



 

 

体の構成のシステムから脱構築(Abbauen)し
てみることによって、他の構成層の働きが可
能か、働きえないか、構成層間の生成の前後
関係として解明される」のである。 
 本研究では、この発生現象学の方法とみな
される「脱構築」の理論を運動指導に適用し、
「キネステーゼ解体」(kinästhetisches 
Abbauen) という概念を設定して、受動的キ
ネステーゼの発生に関する考察を進めてい
くものである。つまり、運動をうまく行って
いる状態から、ある特定のキネステーゼが機
能していない状況を意図的に作りだし、その
キネステーゼの働きを意識に上らせること
を目的とした解体作業を行うのである。 
 
(2) キネステーゼ解体の例証 
 身体操作やキネステーゼの遮断という手
段を通して無意識的な動作の存在を確認す
る方法としての「キネステーゼ解体」は、無
意識的運動感覚、つまり受動的キネステーゼ
発生過程の解明にとって不可欠な手段であ
ると言える。山口(同 2001)が、「脱構築す
る以前には、それまで直観にもたらされるこ
となく隠れて働いていた、いわば＜無意識的
＞に働いていた構成層が露呈される」と言っ
ているように、キネステーゼ解体（脱構築）
を通して考えると、できる者にとっては無意
識のうちに実施している易しいことでも、そ
の達成にはどれほど高次の運動感覚を要す
るのかが理解される。 
 ある運動ができるということは、それに必
要な動きの感じは体得されているので、指導
者にはさらにその感覚に気づく努力が求め
られる。受動的キネステーゼの能動的探索が
必要なのである。 
 ここでは、キネステーゼ解体を活用した運
動指導の手順について、マット運動の後転の
事例について説明する。 
 後転ができないものに典型的に現れる欠
点は「首の背屈」と「上体の伸展（背すじが
伸びてしまう）」である。これらは、外的観
察だけでも容易に分かるものである。問題
は、なぜその欠点が出現するのかという理由
であり、それが明らかにされなければ指導法
を検討することはできない。これについて、
キネステーゼ解体から指導法の考案までの
過程について確認する。 
 まず、これらの欠点のある動きの模倣を試
み、この運動の実施の感じを反省的に捉えな
おしてみる。それによって、いつもはとくに
注意を向けることなく行っている多くの動
作の存在が確認できる。 
 次に、普段は意識されていない自分のコツ
を意識化し、それを行わないとどのような欠
点となって現れるか試してみる。その際、自
分の身体の動きへの意識であるコツだけで
なく、情況と自分の位置などの関係に対する

身体的了解、いわゆるカンが、コツと同様に
無意識的に働いていることが反省的に確認
される。たとえば、回転加速のための腰角度
の増減動作、あるいはそれに続いて背中を丸
くする動作は、それを行うタイミングが重要
である。後転ができない者の一つの典型的欠
点として、しゃがんだ姿勢の時点で身体を丸
くしてボールのような姿勢をとり、そのまま
後ろに倒れるため、まったく回転の勢いが産
出できない現象がある。これは、身体を丸く
するというコツについては意識されている
ものの、マットと自分の背中の位置関係が分
かっていないからである。この場合、自分の
身体の回転度合いやマットに背中が接触す
るタイミングに関して カンを働かせて推
し量らねばならない。したがって、コツとカ
ンの相互隠蔽原理(金子 同、2005)を考慮す
れば、どちらかだけを絶縁的にキネステーゼ
解体を行うことの危険性が示唆される。 
 このようにしてコツおよびカンの確認作
業を経て、欠落したキネステーゼの探索が行
われた。とくに後ろに倒れる際、なぜ背中が
伸びて首も背屈してしまうのかという点に
ついては、前述したカンとしての「先読み統
覚化能力」の欠落を仮定してみれば、このよ
うな現象が現れることが理解される。この先
読み統覚化能力は運動のプロレープシスと
して作動するため、それに必要なキネステー
ゼの養成を目的としたアナロゴン練習法が
処方されたのである。 
 以上の過程は次のようにまとめられる。 
＜キネステーゼ解体に基づく指導の手順＞ 
①指導者（熟練者）自身が当該の運動を行っ
てみて、内省的分析を行い、基礎技術を確認
する。 
②確認された基礎技術のひとつひとつにつ
いて、それを行わないとどうなるかを実際に
試してみる（＝キネステーゼ解体）。あるい
は潜勢的に行ってみる。 
③それによって生じた、うまくいかないもの
の中から、当該の学習者のケースにあてはま
るものを探し出す。 
④当該の学習者に不足している基礎技術を
行うために必要なキネステーゼ能力を確認
する。 
⑤このキネステーゼ能力を発生させるため
の練習法を考案する。 
 
 これまで、教員養成課程であっても実技の
授業では技能習得が中心で、指導法に関する
学習は少なかったといえよう。たとえあった
としても、動きの外的経過の欠点の観察法や
どのような順序で教材を教えるかといった
マネージメント論が付随的に取りあげられ
ればよい方である。ましてや、児童・生徒の
キネステーゼを的確に理解する方法、さら
に、うまくできない者の感覚に合わせて動き



 

 

の感じを伝える方法などに関する具体的な
指導はほとんどなされないのが実情であっ
た。 
 技能獲得が中心的目標であった従来の授
業においては、すでに当該の運動に熟練して
いる学生は練習の目的もなく、せいぜい仲間
の練習過程を眺める程度の学習活動であっ
たのではないだろうか。キネステーゼ解体の
実習が体育実技の授業に組み込まれること
は、そのような技能レベルの高い学生に対し
て新たな学習目標を与えることになり、同時
に、動きの感じを伝えることを本質業務とす
る指導者にとって不可欠な知を獲得する場
を設けるということである。それによって教
員養成課程における実技授業は、「運動がで
きる者の養成」から「運動を教えることがで
きる者の養成」へと大きく発展することにな
る。 
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